生活や社会の中にある美術に気付き，感じ方や考え方を深め合う生徒の育成 : 身近な生活や社会の様々な課題に造形的な視点で向き合える単元構成の在り方 by 武田, 聡一郎 & 田井, 良和
































 ・ グローバルな視点に立ち，異文化を理解するとともに日本の伝統や文化を価値あるものとして捉える態度 








 ・ 日本的な表現（明度・彩度の高い色遣い，はっきりとした輪郭線，平面的・装飾的な表現 等） 






































































(1) 対象生徒  令和元年度 第３学年 177 名 
 








 ○ 形がもたらす感情効果に関する基礎学習（スケッチ） 
 ○ 色がもたらす感情効果に関する基礎学習（水彩絵の具の技法） 
後
期 
 ○ 文字を使ったデザイン（新しいクラスメートへの自己紹介カード制作） 







 ○ 日本再発見！私の中の日本を表現しよう 
  （訪れる人に岡山の魅力を伝える浮世絵の制作） 
  ・ 仏像鑑賞入門（京都宿泊学習の事前学習） 
  ・ 光を捉えた立体表現（デッサン）の学習 
  ・ 奥行きを感じる絵画表現（遠近法）の学習 
  ・ 東西の絵画作品の比較鑑賞          
後
期
 ○ 生活を彩るデザイン 
  ・ 色面構成によるブックカバーの制作 







 ○ “沖縄”から感じよう，考えよう，創り出そう 
  ・ 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作） 
  ・ 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ） 
   ・ ＳＤＧｓロゴに込められたらメッセージ 
後

























































































 第１次 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作）……………………………………… ８時間 
 第２次 ＳＤＧｓロゴに込められたメッセージ……………………………………………… １時間 
 第３次 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ）………………………… １時間 
 
(6) 展開の例（第２次の第１時） 



































































































 第１次 生活を彩るデザイン（手作り島ぞうりの制作） … ８時間 
 第２次 ＳＤＧｓロゴに込められたメッセージ … １時間 
 第３次 美術の視点で“平和”を考える（「ゲルニカ」とピカソ） … １時間 
 
(6) 展開の例（第２次の第１時） 
本 時 案 （計画 第２次の第１時） 
目 標 
〇 SDGs のロゴから，伝達の効果と美しさを感じ取る ともに，表現の意図と創造的
な工夫について考え，見方や感じ方を深める。 

























































































































 ①調査の時期  １回目：令和元年６月 
         ２回目：令和２年１月 
 ②対象生徒   本校第３学年生徒 177 名 
 






 項目 6 月（平均） 12 月（平均）





3 考えていることを伝えるとき、わかりやすくしようとする。 3.446 3.515 
4 自然の中で出会った生き物を大切にする。 3.318 3.418 
5 周りに困っている人がいたら声をかける。 3.217 3.194 
6 話し合いをするとき、相手の意見をよく聞く。 3.535 3.479 
7 失敗が怖い。 2.611 2.752 
8 これまでの経験を役立てることができる。 3.280 3.273 
9 友だちの気持ちを考えて、クラスの仕事をする。 3.376 3.321 
10 いつもミスをしないように注意している。 3.191 3.242 
11 音や香り、触り心地で季節を感じることが少ない。 1.904 2.061 
12 みんなで楽しくなれることを大切にする。 3.490 3.570 
13 友だちと意見がちがったときは、話し合いをする。 3.363 3.364 
14 新しいことにチャレンジする。 3.229 3.335 
15 自分の言葉で、人を悲しませたりよろこばせたりしていない。 2.408 2.390 
16 自分が「なぜだろう」と感じたとき、すぐにだれかにたずねる。 3.159 3.152 









































５ 今後の 課 題  
 ① 生徒自身がＰＤＣＡサイクルを回すこと。（めあての設定と振り返りの在り方） 
 ② 生徒が必要な材料や用具を選び，試行錯誤できるような場の設定。 
 ③ 特に，「社会への広まり」を意識した題材やカリキュラムの開発。 
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